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　シルバー人材センターの会員（64歳・男性・小

田地区）が、近況を話してくれました。

  「シルバー人材センターの仕事に出ると、仲間

といろいろなことを話すことができるし、お客さ

んとの触れ合いもあって楽しい。それで、仕事へ

の依頼が来ればできるだけ出るようにしている。」

  「先日は、畑の畝づくりを頼まれて岩本に行っ

た。自分の耕うん機を持って行って耕うん、除草

をして畝を作った。農業は慣れた仕事なので、別

にエライ（苦しい・辛い）とも思わなかった。作

業が終わると、お客さんからとても感謝され、話

も弾んで、お互いの仲も深まった。帰りには手土

産まで貰って帰った。シルバーの仕事は本当に楽

しいことが多い」と。

　私も彼と同じで、早朝より終業時間を超えて働

くという勤務の第一線から離れ、自由に使える時

間が以前に比べて増えてきました。この時間をど

う使い、どう生きていくかを考えるとき、同じ生

きるなら自分の納得のいく生き方をしたいものだ

と思いながら話しを聞きました。特に、日々の生

活の中で出会う人々との心の触れ合いや仲を深め

る楽しさを味わいながら生きていきたいと思いま

した。　　 ��������� （人権教育推進員）
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